


MD-3730

AURUS（アウラス）～それは、パーラーチェアのあり方を見つめ直し、

本来あるべき姿に解き放ったプロダクトとしてもムダのない洗練された

フォルムで誕生しました。開発コンセプトは「そよ風」（心地よい空気を

循環させる）。椅子としての正しいたたずまいと、熟成された機能美は、

ある種の落ち着きを醸し出し、ホール全体を格調高く演出します。

Air Circulation

New 3D Cushion

Thermography

Solid
アウラス・ソリッド

Mat
アウラス・マット

サーモグラフィー試験の結果写真上側が当社従来製品、写真下側はアウラス
（MD-3730）。本体の蓄熱温度に明らかな差が生じている。

座面の左右を高くして中央を窪ませた形状

サーモグラフィー試験

Verification Test
検証試験

リクライニングなどロッキングする際の頭
部軌跡を追ってデータ化させています。

動作解析

プレイ中における骨盤角度の変化を分ご
とに記録し、骨盤角度の振れ幅を測定し
ています。

長時間使用測定

背座、足裏に押し当てられる
体圧が効率よく分散されてい
るか実際に測定しています。

体圧測定（背座、足裏）

Practical Design 実用設計座マットデザイン

空気の循環

当社従来製品AURUS凸部 AURUS凹部

着席後の温度変化
（背面より計測）

座面クッションは、体の形状に馴染む三次元成形ウレタンで、左

右を高くすることにより、腰掛けたとき正常な座位置に導き、逆に

センターは窪んだ状態にして座崩れ（姿勢が乱れる）しにくいよう

にホールド性を高めた形状となっています。さらに座面奥の左右

にも大きな膨らみを持たせ、安定したフィット感に加え、着座時の

ショックを吸収したり姿勢を変えたりする際のホールド性も従来

品に比べ飛躍的に向上しました。

AURUS（アウラス）にはSolid（ソリッド）タイプとMat（マット）タイ

プと背シートのタイプが２種類からお選びいただけます。大きなV（

ブイ）字の形状をしたフレーム構造は、左右異なる圧力を加えて

も柔軟にベンディングします。これは利用者に多く見られる、足を

組んだ状態や右手を固定した状態でのリラックス姿勢を可能に

するため斜めからの圧力を優先した構造となっています。

AURUS（アウラス）は、従来品に比べ「使い（座り）心地」を大きく

向上させる裏付けと検証データをもとに、構想段階から興味深い

実験が繰り返されています。背マットを大きな波型に成形※するこ

とで、様々な体格にも柔軟にフィット。人との接触面

積が少ないため着座時の冷感を減少しました。ま

た、縦に大きくスリットを設けることで疲労感の原

因である熱やムレ（湿気）を効率よく循環させます。

凸部と凹部に温度差を発生させ、微量の上昇気流

に乗せて熱や湿気を静かに空気中に放出します。

※AURUS Solid（背ソリッド仕様）の構造説明

人の五感に左右される「使い（座り）心
地」は、偶然に生まれるのではなく、仮説
と臨床試験の繰り返しによって「なぜ？ど
こが？心地いいのか」を真正面から向き
合い、ひとつ一つ丁寧にプロダクトに結び
つけるという途方も無い開発過程に答え
を出したものだけが、MDシリーズという称
号が与えられます。この多くの試験データ
を蓄積しているからこそ安定した高品質
を実現しています。

AURUS凹部

AURUS凸部

当社従来製品

AURUS（アウラス）の基本構造は、下から上に向けて大きくそそり立つ「V字」の背フレームと、適度な柔軟性を

発揮する三次元立体構造の背シート形状により、従来のパーラーチェアでは不可能だったきめ細やかな動きで

体を支えることが可能になりました。縦に幾重にも彫り込まれた蛇腹（じゃばら）状のシートは、アコーディオンの

ように横にも伸びる特性を持ち、同時にこの深い溝は空気の循環層となり、疲労やムレの原因となる熱や空気

を効率よく循環させる役割を持っています。

Like an Accordion

※AURUS Solid（背ソリッド仕様）の構造説明
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